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損害防止サーキュラー No.02-09 
 
 
 
米国沿岸警備隊のベネズエラからの到着する船舶に対する入港条件を賦課 
 
 

US Coast 
Guardは、ベネズエラの一定の港において効果的な反テロリズム対策が実施されておらず、そこから到着する船舶に入
港条件を課すことを発表した。  
この通知に発表された指針は 年 月 日より有効となる。2009 1 23  
 
Section 70110 of the Maritime Transportation Security Act of 2002 において 
Secretary of Homeland 
Securityは効果的な反テロリズム対策が維持されていない港から到着し米国に入港を要請する船舶に入港条件を課すこ
とができると規定している。Coast 
Guardは の条項を実施するように による権限をもって委託され、効果的な反テロリズム対策が維持さsection Secretary
れていないベネズエラの港を決定している。従って 年 月 日付で2009 1 23 Coast 
Guardは直近に寄港した５港においてベネズエラの港に入港した船舶の米国入港には以下の条件を課すことになる。  
船舶は以下を実施せねばならない 
 

● ベネズエラの港に停泊中、セキュリティ ・ レベル２に応じた船舶の安全プランに従った手段の実行する 
● 

本船がベネズエラの港に停泊している間、本船へのアクセスポイントすべてが警備されており、警備員が本船
の外（ 陸上及び海上） を全体的に視野に収められるように確実にすること。警備は乗組員によって行われてよ
いが、最大労働時間を越えず、最小の休息時間を割り込まない様に追加の乗組員を配乗するか、船長及び会社
の警備部により承認を得た外部警備員を起用する。  

● ベネズエラの港に停泊している間、安全の申告を実行するよう試みる。  
●  すべての警備行動を本船のログに記録する。  
● その港においてとった行動を、米国水域に到着前に当該の のUS Coast Guard  Captain of the Port 

に報告する。  
● Coast 

Guardの乗船あるいは調査の所見に基づいて、米国入港中は本船のアクセスポイントをが武装した民間警備員
によって警備させ、警備員が本船の外（ 陸上及び海上） を全体的に視野に収められるように確実にすること。
本船が米国の港に到着する前に、警備の人数と配置は当該のUSCGのCaptain of the Port 
に受諾されるものでなければならない。  

 
詳細は、以下の に公布された通知を参照Federal Register  
http://edocket.access.gpo.gov/2009/pdf/E9-845.pdf 
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